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福岡・北九州
都市高速のあゆみ
～公社設立50周年を迎えて～

明日を築くプロジェクトの風景♯004

▲ 福岡高速道路

▲ 福岡高速路線図（令和４年４月現在）

喜安 和秀

福岡北九州高速道路公社
理事長
き     やす       かず　ひで

は
じ
め
に

　

福
岡
北
九
州
高
速
道
路
公
社
（
以
下
公

社
）
は
、
福
岡
・
北
九
州
都
市
圏
の
交
通

円
滑
化
の
た
め
の
指
定
都
市
高
速
道
路
の
建

設
、
管
理
を
目
的
と
し
て
、
福
岡
県
、
福

岡
市
及
び
北
九
州
市
の
出
資
に
よ
り
、
昭
和

46
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
3
年
に
設

立
か
ら
50
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
岡
・
北
九
州
高
速
は
、
昭
和

55
年
に
そ
れ
ぞ
れ
最
初
の
供
用
を
開
始
し

て
か
ら
順
次
延
伸
し
、
福
岡
高
速
は
59
・

3
㎞
、
北
九
州
高
速
は
49
・
5
㎞
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
成
長
し
ま
し
た
。

　

福
岡
·
北
九
州
高
速
は
、
両
都
市
圏
の

道
路
網
の
骨
格
と
し
て
、
市
街
地
部
の
渋

滞
を
緩
和
し
、
交
通
円
滑
化
に
寄
与
し
て

い
ま
す
。ま
た
、九
州
自
動
車
道（
以
下「
九

州
道
」）
な
ど
広
域
的
な
高
速
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
も
連
結
し
、
本
州
、
九
州
の

各
方
面
と
の
ア
ク
セ
ス
向
上
の
役
割
も
果

た
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
都
市

圏
内
外
の
人
と
モ
ノ
の
交
流
拡
大
に
寄
与

し
、
地
域
経
済
の
発
展
や
生
活
の
向
上
に

大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
福
岡
・
北
九

州
高
速
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

道
路
構
造
の
特
徴
を
紹
介
し
ま
す
。

福
岡
高
速
の
あ
ゆ
み

①
福
岡
都
市
圏
の
交
通
円
滑
化

　

昭
和
47
年
3
月
、
福
岡
都
市
圏
に
お
け

る
人
口
の
集
中
と
自
動
車
の
急
激
な
増
加
に

伴
う
著
し
い
交
通
渋
滞
に
対
処
す
る
た
め
、

都
心
部
と
周
辺
市
街
地
と
の
連
結
を
基
本

方
針
と
し
て
、
福
岡
高
速
の
整
備
計
画
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
の
計
画
は
、
福
岡

市
都
心
部
の
天
神
の
北
側
を
経
由
し
て
博
多

湾
の
海
岸
線
を
東
西
に
通
る
1
号
線
、
1

号
線
か
ら
千
鳥
橋
J
C
T
で
分
岐
し
国
道

3
号
沿
い
に
博
多
駅
付
近
を
経
由
し
て
南
下

す
る
2
号
線
、
2
号
線
か
ら
分
岐
し
て
空
港

方
面
に
向
か
う
3
号
線
の
3
路
線
で
し
た
。

　

環
境
問
題
に
よ
る
反
対
や
用
地
取
得
の

難
航
等
に
よ
る
整
備
の
遅
れ
は
あ
り
ま
し

た
が
、
昭
和
55
年
10
月
に
1
号
線
の
香
椎

〜
東
浜
間
が
福
岡
高
速
で
初
め
て
開
通
し
、

そ
の
後
一
部
計
画
見
直
し
も
経
て
、
福
岡

市
で
の
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
博
覧
会
」
開
催

前
の
平
成
元
年
3
月
に
当
初
の
計
画
区
間

が
概
ね
完
成
し
ま
し
た
。

②
広
域
高
速
道
路
網
の
形
成

　

2
号
線
は
国
道
3
号
を
経
由
し
て
九
州

道
太
宰
府
I
C
と
接
続
し
て
い
ま
し
た
が
、

国
道
3
号
は
激
し
い
渋
滞
と
な
り
、
福
岡

高
速
と
太
宰
府
I
C
直
結
の
強
い
要
望
が

あ
が
り
ま
し
た
。
2
号
線
は
、
国
が
平
面

道
路
で
事
業
中
で
あ
っ
た
国
道
2
0
2
号

福
岡
外
環
状
道
路
（
以
下
「
外
環
道
」）
の

起
点
部
付
近
（
月
隈
）
ま
で
平
成
6
年
4

月
に
延
伸
す
る
と
と
も
に
、
平
成
11
年
3

月
に
太
宰
府
I
C
と
連
結
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
福
岡
高
速
は
初
め
て
高
規
格

幹
線
道
路
と
直
結
し
て
九
州
各
方
面
への
ア

ク
セ
ス
が
向
上
し
、
利
用
交
通
量
も
直
結

前
の
約
8
万
9
千
台
⁄
日
か
ら
約
12
万
4

千
台
と
約
4
割
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、1
号
線
貝
塚
J
C
T
か
ら
国
道

2
0
1
号
沿
い
に
伸
び
る
４
号
線
が
平
成
14
年

3
月
に
九
州
道
福
岡
I
C
と
連
結
し
、北
九
州

や
本
州
方
面
への
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
1
号
線
も
延
伸
に
よ
り
平
成

13
年
10
月
に
西
九
州
自
動
車
道
（
以
下
「
西

九
州
道
」）
と
連
結
し
、
福
岡
県
西
部
や
西

九
州
方
面
への
ア
ク
セ
ス
も
向
上
し
ま
し
た
。

③
環
状
道
路
網
の
形
成

　
平
成
4
年
、
外
環
道
に
高
架
の
自
動
車

専
用
道
路
（
以
下
「
自
専
道
」）
が
都
市
計

画
決
定
さ
れ
、
九
州
道
と
西
九
州
道
を
含
む

広
域
的
な
高
速
道
路
網
の
構
築
と
と
も
に
、

1
、
2
号
線
と
一
体
と
な
っ
て
自
専
道
の
環

状
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
自
専
道
に
つ
い
て
は
、
公
社

が
5
号
線
と
し
て
整
備
し
、
平
成
23
年
2
月

に
西
九
州
道
と
連
結
す
る
と
と
も
に
、
平
成

24
年
7
月
に
1
号
線
と
連
結
し
て
、
福
岡
高

速
の
環
状
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完
成
し
ま
し
た
。

④
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

　
博
多
湾
東
部
海
域
の
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
は
、

平
成
24
年
の
福
岡
市
の
基
本
計
画
で
、
先
進

的
モ
デ
ル
都
市
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
一
体
と
な
っ
た
国
際

物
流
拠
点
の
形
成
を
図
る
地
区
に
位
置
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
へ
の

円
滑
な
交
通
ア
ク
セ
ス
の
確
保
や
福
岡
市
東

部
地
区
の
渋
滞
緩
和
の
た
め
、
1
号
線
と
ア

イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
を
結
ぶ
6
号
線
が
計
画
さ
れ
、

公
社
は
国
に
よ
る
港
湾
整
備
事
業
お
よ
び
福

岡
市
の
街
路
事
業
と
一
体
と
な
っ
て
整
備
を

行
い
、
令
和
3
年
3
月
に
開
通
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
在
福
岡
空
港
で
は
滑
走
路
増

設
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
公
社
は
、

福
岡
市
南
部
地
域
や
太
宰
府
I
C
方
面
か

ら
の
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化
と
、
空
港
口

交
差
点
を
は
じ
め
と
す
る
空
港
周
辺
道
路

の
混
雑
緩
和
を
図
る
た
め
、
令
和
３
年
７

月
に
３
号
線
（
空
港
線
）
延
伸
事
業
に
着

手
し
、鋭
意
事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

北
九
州
高
速
の
あ
ゆ
み

①
北
九
州
都
市
圏
の
交
通
円
滑
化

　

北
九
州
市
は
、
昭
和
38
年
に
5
つ
の
市
の

対
等
合
併
に
よ
り
、
人
口
1
0
0
万
人
を

擁
す
る
都
市
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　
昭
和
47
年
3
月
、
北
九
州
都
市
圏
の
交

通
渋
滞
に
対
処
し
、
都
心
と
市
街
地
周
辺
お

よ
び
旧
5
市
間
の
連
絡
を
基
本
方
針
と
し
て

北
九
州
高
速
の
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。
当
初
の
計
画
は
、
東
九
州
方
面
の
国
道

10
号
に
接
続
す
る
蜷
田
（
現
横
代
）
か
ら
都

心
部
を
経
由
し
て
西
本
町
で
福
岡
方
面
の
国

道
3
号
に
接
続
す
る
1
号
線
、
小
倉
駅
付

近
か
ら
臨
海
工
業
地
帯
を
東
西
に
横
断
し
、

戸
畑
で
若
戸
大
橋
に
接
続
し
て
若
松
区
と
の

連
絡
を
図
る
2
号
線
、
1
号
線
と
2
号
線

を
連
絡
す
る
3
号
線
の
3
路
線
で
し
た
。

　
福
岡
高
速
と
同
様
、
環
境
問
題
に
よ
る

反
対
や
用
地
取
得
の
難
航
等
に
よ
る
整
備
の

遅
れ
は
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
55
年
10
月
に

篠
崎
北
〜
日
明
間
が
北
九
州
高
速
で
初
め
て

開
通
し
、そ
の
後
順
次
延
伸
し
て
い
き
ま
し
た
。

②
北
九
州
道
路
等
の
移
管

　
供
用
延
長
が
伸
び
た
も
の
の
、
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
事
業
費
の
高
騰
や
経
済
地

盤
の
低
迷
に
よ
り
北
九
州
高
速
の
採
算
性
は

厳
し
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
旧
日
本
道
路

公
団
（
以
下
「
公
団
））
が
建
設
し
た
国
道

3
号
北
九
州
道
路
及
び
国
道
2
0
0
号
北

九
州
直
方
道
路
（
以
下
「
北
九
州
道
路
等
」）

は
九
州
道
小
倉
東
I
C
〜
八
幡
I
C
間
が
昭

和
63
年
3
月
に
開
通
す
る
ま
で
そ
の
代
替
機

能
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
が
、
開
通
に
よ
り

専
ら
都
市
内
自
専
道
の
機
能
を
担
う
こ
と
と

な
り
、
公
団
等
と
の
協
議
の
結
果
、
平
成
2

年
3
月
に
北
九
州
高
速
4
号
線
と
し
て
公
社

に
移
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
北
九

州
高
速
は
門
司
I
C
、
八
幡
I
C
で
九
州
道

と
連
結
す
る
形
と
な
り
、
供
用
延
長
は
13
・

8
㎞
か
ら
45
・
6
㎞
と
約
3
・
3
倍
に
な
る

と
と
も
に
、
利
用
交
通
量
も
約
3
万
台
⁄
日

か
ら
約
11
万
2
千
台
⁄
日
へと
約
3
・
8
倍

の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

③
東
九
州
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化

　
1
号
線
は
国
道
10
号
を
経
由
し
て
九
州

道
小
倉
東
I
C
と
接
続
し
て
い
ま
し
た
が
、

国
道
10
号
の
渋
滞
が
激
し
か
っ
た
こ
と
か
ら

平
成
12
年
7
月
に
小
倉
東
I
C
付
近
ま
で

延
伸
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
18
年
3
月

の
新
北
九
州
空
港
（
現
北
九
州
空
港
）
の
開

港
前
の
同
年
2
月
、
１
号
線
と
小
倉
東

I
C
の
連
結
工
事
が
東
九
州
自
動
車
道
北

九
州
J
C
T
〜
苅
田
北
九
州
空
港
I
C
間

開
通
と
同
時
に
完
成
し
、
空
港
方
面
や
東

九
州
方
面
への
ア
ク
セ
ス
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

④
環
状
道
路
網
の
形
成
に
向
け
て

　

平
成
3
年
度
に
自
専
道
の
国
道
3
号
黒

崎
バ
イ
パ
ス
（
以
下
「
黒
崎
B
P
」）
が

国
に
よ
り
事
業
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

受
け
皿
と
な
る
と
と
も
に
、
2
・
3
・

1
・
4
号
線
と
一
体
と
な
っ
て
北
九
州
高

速
の
環
状
道
路
網
を
構
築
す
る
路
線
と
し

て
、
平
成
10
年
11
月
に
5
号
線
が
整
備
計

画
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
黒

崎
B
P
付
近
（
枝
光
）
か
ら
4
号
線
（
大

谷
J
C
T
）
ま
で
は
「
北
九
州
博
覧
祭

2
0
0
1
」
開
催
前
の
平
成
13
年
7
月
に

供
用
し
ま
し
た
が
、
2
号
線
に
接
続
す
る

戸
畑
か
ら
枝
光
間
は
、
4
号
線
の
大
規
模

補
修
の
緊
急
性
等
を
勘
案
し
、
平
成
16
年

3
月
に
整
備
計
画
か
ら
削
除
さ
れ
ま
し
た
。

当
区
間
は
平
成
23
年
度
以
降
、
北
九
州
市

に
よ
り
自
専
道
の
街
路
事
業
戸
畑
枝
光
線

と
し
て
整
備
中
で
す
。

　
そ
の
後
、
平
成
24
年
9
月
に
2
号
線
が

新
若
戸
道
路
（
若
戸
ト
ン
ネ
ル
）
と
、
5
号

線
が
黒
崎
B
P
と
接
続
し
、
自
専
道
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
下

関
市
、
北
九
州
市
の
都
心
部
を
結
ぶ
下
関

北
九
州
道
路
の
調
査
が
国
等
に
よ
り
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
4
年
3
月
、
北
九
州
市
は
周
辺
の
幹

線
道
路
や
開
発
な
ど
の
環
境
の
変
化
を
踏
ま

え
「
戸
畑
枝
光
線
の
有
料
化
に
向
け
た
手
続

き
を
進
め
る
」
と
の
方
針
を
出
し
ま
し
た
。

今
後
は
北
九
州
市
の
都
市
計
画
変
更
等
の
手

続
き
を
踏
ま
え
、
公
社
と
し
て
も
有
料
化
に

向
け
た
手
続
き
に
取
組
む
方
針
で
す
。

道
路
構
造
の
特
徴

　

福
岡
高
速
は
、
ほ
ぼ
市
街
地
部
を
通
過
す

る
た
め
、
鋼
橋
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
あ
わ
せ

て
橋
梁
形
式
が
全
延
長
59
・
3
㎞
の
約
93
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
橋
梁
の
上
部
工

2
5
8
5
径
間
の
う
ち
約
31
％
が
P
C
・

P
R
C
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
北
九
州
高
速
は
、
全
延
長
49・5
㎞
の
う
ち
、

橋
梁
形
式
の
割
合
は
約
45
％
と
な
って
い
ま
す
。

ま
た
、
橋
梁
の
上
部
工
1
7
9
2
径
間
の
う

ち
約
30
％
が
P
C
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。
1
・

2
・
3
・
5
号
線
は
ほ
ぼ
市
街
地
部
を
通
過
し
、

延
長
の
約
9
割
が
橋
梁
形
式
で
す
が
、
公
団

が
北
九
州
道
路
等
と
し
て
建
設
し
た
4
号
線

は
主
に
山
地
部
に
あ
り
、
約
8
割
が
土
工
、

ト
ン
ネ
ル
区
間
の
た
め
、
福
岡
高
速
と
比
較

し
て
橋
梁
区
間
の
延
長
割
合
が
小
さ
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
昭
和
58
年
10
月
に
開
通
し
た
北
九
州
高

速
1
号
線
若
園
〜
篠
崎
北
間
は
約
1
・
0

㎞
が
北
九
州
モ
ノ
レ
ー
ル
と
の一
体
構
造
で
あ

り
、
最
上
段
が
都
市
高
速
道
路
、
中
段
は
モ

ノ
レ
ー
ル
、
平
面
部
は
一
般
国
道
3
2
2
号

が
通
過
す
る
３
層
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
モ

ノ
レ
ー
ル
軌
道
の
関
係
上
、
標
準
部
の
ス
パン

は
20
m
と
さ
れ
、
こ
の
区
間
の
上
部
工
に
は

P
C
プ
レ
テ
ン
桁
が
多
く
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
24
年
７
月
に
全
線
が
開
通

し
た
福
岡
高
速
5
号
線
は
外
環
道
の
上
部

に
位
置
し
、
延
長
18
・
1
㎞
の
う
ち
17
・
2

㎞
が
橋
梁
構
造
で
す
。
全
7
1
3
径
間
の
う

ち
1
2
4
径
間
で
P
C
橋
、
1
2
2
径
間

で
P
R
C
中
空
床
版
橋
を
採
用
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
公
社
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
は
主

に
P
C
T
桁
橋
や
P
C
中
空
床
版
橋
を
採

用
し
て
い
ま
し
た
が
、
P
R
C
中
空
床
版

橋
は
、
従
来
の
円
筒
形
鋼
製
ボ
イ
ド
に
代

わ
り
、
上
部
工
の
自
重
が
軽
減
で
き
断
面

効
率
の
良
い
多
角
形
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
ボ
イ

ド
を
採
用
し
ま
し
た
。
ま
た
、本
構
造
で
は
、

活
荷
重
作
用
時
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ひ
び

割
れ
幅
を
制
限
値
ま
で
許
容
、
死
荷
重
作

用
時
は
ひ
び
割
れ
は
発
生
さ
せ
な
い
と
い
う

思
想
の
下
、
鉄
筋
と
P
C
鋼
材
に
よ
り
ひ

び
割
れ
を
制
御
し
た
構
造
を
採
用
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
P
C
中
空
床

版
で
は
30
m
程
度
ま
で
で
あ
っ
た
適
用
支

間
長
を
40
m
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
従
来
の
P
C
構
造
と
比
較
し
て
鉄
筋

量
は
増
加
し
ま
し
た
が
、
P
C
鋼
材
量
の

減
少
と
橋
脚
数
の
減
少
に
よ
る
コ
ス
ト
縮

減
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
場
工
期
の
短
縮
や
経
済
性
を

考
慮
し
て
、
工
場
製
作
の
セ
グ
メ
ン
ト
を

使
用
し
た
P
C
少
主
桁
橋
を
採
用
し
ま
し

た
。
主
桁
の
上
フ
ラ
ン
ジ
幅
を
拡
大
し
て
、

従
来
の
標
準
桁
に
比
べ
、 

主
桁
本
数
の
低

減
を
図
る
と
共
に
、
バ
ル
ブ
形
断
面
の
採

用
に
よ
り 

断
面
性
能
が
有
利
に
な
り
、

上
部
工
重
量
を
低
減
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

昭
和
55
年
の
第
一
次
供
用
時
の
利
用
交

通
量
は
福
岡
高
速
で
約
1
万
7
0
0
台
⁄

日
、
北
九
州
高
速
で
約
5
9
0
0
台
⁄
日

で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
前
の
令
和
元
年
度
は
福
岡
高
速

で
約
18
万
8
0
0
0
台
⁄
日
、
北
九
州
高

速
で
約
9
万
台
⁄
日
と
約
15
〜
16
倍
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ご
利
用
い
た

だ
い
た
約
29
億
台
の
お
客
さ
ま
に
御
礼
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
都
市
高
速
道
路
の

整
備
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
、
福
岡
・
北
九
州
高
速
と
も
昭
和

55
年
の
第
一
次
供
用
開
始
か
ら
40
年
が
経

過
し
、
老
朽
化
も
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

福
岡
高
速
で
は
平
成
24
年
度
か
ら
老
朽

化
・
予
防
保
全
対
策
工
事
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
北
九
州
高
速
は
、

北
九
州
道
路
等
と
し
て
昭
和
33
年
以
降
に

開
通
し
た
4
号
線
の
大
規
模
補
修
工
事
を

平
成
15
〜
20
年
度
に
実
施
し
ま
し
た
が
、

1
〜
3
号
線
に
つ
い
て
も
、
令
和
4
年
度

か
ら
大
規
模
修
繕
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　

公
社
は
設
立
50
周
年
を
新
た
な
出
発
点

と
し
、
こ
れ
か
ら
も
お
客
さ
ま
に
満
足
い

た
だ
け
る
よ
う
、
安
全
・
安
心
・
円
滑
な

質
の
高
い
都
市
高
速
道
路
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、
お
客
さ
ま
の
豊
か
な
未
来
と
地
域

社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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▲ 福岡高速初の開通（昭和55年10月）

▲ 福岡高速６号線（アイランドシティ線）開通（令和3年3月） は
じ
め
に

　

福
岡
北
九
州
高
速
道
路
公
社
（
以
下
公

社
）
は
、
福
岡
・
北
九
州
都
市
圏
の
交
通

円
滑
化
の
た
め
の
指
定
都
市
高
速
道
路
の
建

設
、
管
理
を
目
的
と
し
て
、
福
岡
県
、
福

岡
市
及
び
北
九
州
市
の
出
資
に
よ
り
、
昭
和

46
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
3
年
に
設

立
か
ら
50
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
岡
・
北
九
州
高
速
は
、
昭
和

55
年
に
そ
れ
ぞ
れ
最
初
の
供
用
を
開
始
し

て
か
ら
順
次
延
伸
し
、
福
岡
高
速
は
59
・

3
㎞
、
北
九
州
高
速
は
49
・
5
㎞
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
成
長
し
ま
し
た
。

　

福
岡
·
北
九
州
高
速
は
、
両
都
市
圏
の

道
路
網
の
骨
格
と
し
て
、
市
街
地
部
の
渋

滞
を
緩
和
し
、
交
通
円
滑
化
に
寄
与
し
て

い
ま
す
。ま
た
、九
州
自
動
車
道（
以
下「
九

州
道
」）
な
ど
広
域
的
な
高
速
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
も
連
結
し
、
本
州
、
九
州
の

各
方
面
と
の
ア
ク
セ
ス
向
上
の
役
割
も
果

た
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
都
市

圏
内
外
の
人
と
モ
ノ
の
交
流
拡
大
に
寄
与

し
、
地
域
経
済
の
発
展
や
生
活
の
向
上
に

大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
福
岡
・
北
九

州
高
速
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

道
路
構
造
の
特
徴
を
紹
介
し
ま
す
。

福
岡
高
速
の
あ
ゆ
み

①
福
岡
都
市
圏
の
交
通
円
滑
化

　

昭
和
47
年
3
月
、
福
岡
都
市
圏
に
お
け

る
人
口
の
集
中
と
自
動
車
の
急
激
な
増
加
に

伴
う
著
し
い
交
通
渋
滞
に
対
処
す
る
た
め
、

都
心
部
と
周
辺
市
街
地
と
の
連
結
を
基
本

方
針
と
し
て
、
福
岡
高
速
の
整
備
計
画
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
の
計
画
は
、
福
岡

市
都
心
部
の
天
神
の
北
側
を
経
由
し
て
博
多

湾
の
海
岸
線
を
東
西
に
通
る
1
号
線
、
1

号
線
か
ら
千
鳥
橋
J
C
T
で
分
岐
し
国
道

3
号
沿
い
に
博
多
駅
付
近
を
経
由
し
て
南
下

す
る
2
号
線
、
2
号
線
か
ら
分
岐
し
て
空
港

方
面
に
向
か
う
3
号
線
の
3
路
線
で
し
た
。

　

環
境
問
題
に
よ
る
反
対
や
用
地
取
得
の

難
航
等
に
よ
る
整
備
の
遅
れ
は
あ
り
ま
し

た
が
、
昭
和
55
年
10
月
に
1
号
線
の
香
椎

〜
東
浜
間
が
福
岡
高
速
で
初
め
て
開
通
し
、

そ
の
後
一
部
計
画
見
直
し
も
経
て
、
福
岡

市
で
の
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
博
覧
会
」
開
催

前
の
平
成
元
年
3
月
に
当
初
の
計
画
区
間

が
概
ね
完
成
し
ま
し
た
。

②
広
域
高
速
道
路
網
の
形
成

　

2
号
線
は
国
道
3
号
を
経
由
し
て
九
州

道
太
宰
府
I
C
と
接
続
し
て
い
ま
し
た
が
、

国
道
3
号
は
激
し
い
渋
滞
と
な
り
、
福
岡

高
速
と
太
宰
府
I
C
直
結
の
強
い
要
望
が

あ
が
り
ま
し
た
。
2
号
線
は
、
国
が
平
面

道
路
で
事
業
中
で
あ
っ
た
国
道
2
0
2
号

福
岡
外
環
状
道
路
（
以
下
「
外
環
道
」）
の

起
点
部
付
近
（
月
隈
）
ま
で
平
成
6
年
4

月
に
延
伸
す
る
と
と
も
に
、
平
成
11
年
3

月
に
太
宰
府
I
C
と
連
結
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
福
岡
高
速
は
初
め
て
高
規
格

幹
線
道
路
と
直
結
し
て
九
州
各
方
面
への
ア

ク
セ
ス
が
向
上
し
、
利
用
交
通
量
も
直
結

前
の
約
8
万
9
千
台
⁄
日
か
ら
約
12
万
4

千
台
と
約
4
割
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、1
号
線
貝
塚
J
C
T
か
ら
国
道

2
0
1
号
沿
い
に
伸
び
る
４
号
線
が
平
成
14
年

3
月
に
九
州
道
福
岡
I
C
と
連
結
し
、北
九
州

や
本
州
方
面
への
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
1
号
線
も
延
伸
に
よ
り
平
成

13
年
10
月
に
西
九
州
自
動
車
道
（
以
下
「
西

九
州
道
」）
と
連
結
し
、
福
岡
県
西
部
や
西

九
州
方
面
への
ア
ク
セ
ス
も
向
上
し
ま
し
た
。

③
環
状
道
路
網
の
形
成

　
平
成
4
年
、
外
環
道
に
高
架
の
自
動
車

専
用
道
路
（
以
下
「
自
専
道
」）
が
都
市
計

画
決
定
さ
れ
、
九
州
道
と
西
九
州
道
を
含
む

広
域
的
な
高
速
道
路
網
の
構
築
と
と
も
に
、

1
、
2
号
線
と
一
体
と
な
っ
て
自
専
道
の
環

状
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
自
専
道
に
つ
い
て
は
、
公
社

が
5
号
線
と
し
て
整
備
し
、
平
成
23
年
2
月

に
西
九
州
道
と
連
結
す
る
と
と
も
に
、
平
成

24
年
7
月
に
1
号
線
と
連
結
し
て
、
福
岡
高

速
の
環
状
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完
成
し
ま
し
た
。

④
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

　
博
多
湾
東
部
海
域
の
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
は
、

平
成
24
年
の
福
岡
市
の
基
本
計
画
で
、
先
進

的
モ
デ
ル
都
市
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
一
体
と
な
っ
た
国
際

物
流
拠
点
の
形
成
を
図
る
地
区
に
位
置
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
へ
の

円
滑
な
交
通
ア
ク
セ
ス
の
確
保
や
福
岡
市
東

部
地
区
の
渋
滞
緩
和
の
た
め
、
1
号
線
と
ア

イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
を
結
ぶ
6
号
線
が
計
画
さ
れ
、

公
社
は
国
に
よ
る
港
湾
整
備
事
業
お
よ
び
福

岡
市
の
街
路
事
業
と
一
体
と
な
っ
て
整
備
を

行
い
、
令
和
3
年
3
月
に
開
通
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
在
福
岡
空
港
で
は
滑
走
路
増

設
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
公
社
は
、

福
岡
市
南
部
地
域
や
太
宰
府
I
C
方
面
か

ら
の
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化
と
、
空
港
口

交
差
点
を
は
じ
め
と
す
る
空
港
周
辺
道
路

の
混
雑
緩
和
を
図
る
た
め
、
令
和
３
年
７

月
に
３
号
線
（
空
港
線
）
延
伸
事
業
に
着

手
し
、鋭
意
事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

北
九
州
高
速
の
あ
ゆ
み

①
北
九
州
都
市
圏
の
交
通
円
滑
化

　

北
九
州
市
は
、
昭
和
38
年
に
5
つ
の
市
の

対
等
合
併
に
よ
り
、
人
口
1
0
0
万
人
を

擁
す
る
都
市
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　
昭
和
47
年
3
月
、
北
九
州
都
市
圏
の
交

通
渋
滞
に
対
処
し
、
都
心
と
市
街
地
周
辺
お

よ
び
旧
5
市
間
の
連
絡
を
基
本
方
針
と
し
て

北
九
州
高
速
の
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。
当
初
の
計
画
は
、
東
九
州
方
面
の
国
道

10
号
に
接
続
す
る
蜷
田
（
現
横
代
）
か
ら
都

心
部
を
経
由
し
て
西
本
町
で
福
岡
方
面
の
国

道
3
号
に
接
続
す
る
1
号
線
、
小
倉
駅
付

近
か
ら
臨
海
工
業
地
帯
を
東
西
に
横
断
し
、

戸
畑
で
若
戸
大
橋
に
接
続
し
て
若
松
区
と
の

連
絡
を
図
る
2
号
線
、
1
号
線
と
2
号
線

を
連
絡
す
る
3
号
線
の
3
路
線
で
し
た
。

　
福
岡
高
速
と
同
様
、
環
境
問
題
に
よ
る

反
対
や
用
地
取
得
の
難
航
等
に
よ
る
整
備
の

遅
れ
は
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
55
年
10
月
に

篠
崎
北
〜
日
明
間
が
北
九
州
高
速
で
初
め
て

開
通
し
、そ
の
後
順
次
延
伸
し
て
い
き
ま
し
た
。

②
北
九
州
道
路
等
の
移
管

　
供
用
延
長
が
伸
び
た
も
の
の
、
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
事
業
費
の
高
騰
や
経
済
地

盤
の
低
迷
に
よ
り
北
九
州
高
速
の
採
算
性
は

厳
し
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
旧
日
本
道
路

公
団
（
以
下
「
公
団
））
が
建
設
し
た
国
道

3
号
北
九
州
道
路
及
び
国
道
2
0
0
号
北

九
州
直
方
道
路
（
以
下
「
北
九
州
道
路
等
」）

は
九
州
道
小
倉
東
I
C
〜
八
幡
I
C
間
が
昭

和
63
年
3
月
に
開
通
す
る
ま
で
そ
の
代
替
機

能
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
が
、
開
通
に
よ
り

専
ら
都
市
内
自
専
道
の
機
能
を
担
う
こ
と
と

な
り
、
公
団
等
と
の
協
議
の
結
果
、
平
成
2

年
3
月
に
北
九
州
高
速
4
号
線
と
し
て
公
社

に
移
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
北
九

州
高
速
は
門
司
I
C
、
八
幡
I
C
で
九
州
道

と
連
結
す
る
形
と
な
り
、
供
用
延
長
は
13
・

8
㎞
か
ら
45
・
6
㎞
と
約
3
・
3
倍
に
な
る

と
と
も
に
、
利
用
交
通
量
も
約
3
万
台
⁄
日

か
ら
約
11
万
2
千
台
⁄
日
へと
約
3
・
8
倍

の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

③
東
九
州
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化

　
1
号
線
は
国
道
10
号
を
経
由
し
て
九
州

道
小
倉
東
I
C
と
接
続
し
て
い
ま
し
た
が
、

国
道
10
号
の
渋
滞
が
激
し
か
っ
た
こ
と
か
ら

平
成
12
年
7
月
に
小
倉
東
I
C
付
近
ま
で

延
伸
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
18
年
3
月

の
新
北
九
州
空
港
（
現
北
九
州
空
港
）
の
開

港
前
の
同
年
2
月
、
１
号
線
と
小
倉
東

I
C
の
連
結
工
事
が
東
九
州
自
動
車
道
北

九
州
J
C
T
〜
苅
田
北
九
州
空
港
I
C
間

開
通
と
同
時
に
完
成
し
、
空
港
方
面
や
東

九
州
方
面
への
ア
ク
セ
ス
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

④
環
状
道
路
網
の
形
成
に
向
け
て

　

平
成
3
年
度
に
自
専
道
の
国
道
3
号
黒

崎
バ
イ
パ
ス
（
以
下
「
黒
崎
B
P
」）
が

国
に
よ
り
事
業
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

受
け
皿
と
な
る
と
と
も
に
、
2
・
3
・

1
・
4
号
線
と
一
体
と
な
っ
て
北
九
州
高

速
の
環
状
道
路
網
を
構
築
す
る
路
線
と
し

て
、
平
成
10
年
11
月
に
5
号
線
が
整
備
計

画
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
黒

崎
B
P
付
近
（
枝
光
）
か
ら
4
号
線
（
大

谷
J
C
T
）
ま
で
は
「
北
九
州
博
覧
祭

2
0
0
1
」
開
催
前
の
平
成
13
年
7
月
に

供
用
し
ま
し
た
が
、
2
号
線
に
接
続
す
る

戸
畑
か
ら
枝
光
間
は
、
4
号
線
の
大
規
模

補
修
の
緊
急
性
等
を
勘
案
し
、
平
成
16
年

3
月
に
整
備
計
画
か
ら
削
除
さ
れ
ま
し
た
。

当
区
間
は
平
成
23
年
度
以
降
、
北
九
州
市

に
よ
り
自
専
道
の
街
路
事
業
戸
畑
枝
光
線

と
し
て
整
備
中
で
す
。

　
そ
の
後
、
平
成
24
年
9
月
に
2
号
線
が

新
若
戸
道
路
（
若
戸
ト
ン
ネ
ル
）
と
、
5
号

線
が
黒
崎
B
P
と
接
続
し
、
自
専
道
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
下

関
市
、
北
九
州
市
の
都
心
部
を
結
ぶ
下
関

北
九
州
道
路
の
調
査
が
国
等
に
よ
り
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
4
年
3
月
、
北
九
州
市
は
周
辺
の
幹

線
道
路
や
開
発
な
ど
の
環
境
の
変
化
を
踏
ま

え
「
戸
畑
枝
光
線
の
有
料
化
に
向
け
た
手
続

き
を
進
め
る
」
と
の
方
針
を
出
し
ま
し
た
。

今
後
は
北
九
州
市
の
都
市
計
画
変
更
等
の
手

続
き
を
踏
ま
え
、
公
社
と
し
て
も
有
料
化
に

向
け
た
手
続
き
に
取
組
む
方
針
で
す
。

道
路
構
造
の
特
徴

　

福
岡
高
速
は
、
ほ
ぼ
市
街
地
部
を
通
過
す

る
た
め
、
鋼
橋
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
あ
わ
せ

て
橋
梁
形
式
が
全
延
長
59
・
3
㎞
の
約
93
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
橋
梁
の
上
部
工

2
5
8
5
径
間
の
う
ち
約
31
％
が
P
C
・

P
R
C
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
北
九
州
高
速
は
、
全
延
長
49・5
㎞
の
う
ち
、

橋
梁
形
式
の
割
合
は
約
45
％
と
な
って
い
ま
す
。

ま
た
、
橋
梁
の
上
部
工
1
7
9
2
径
間
の
う

ち
約
30
％
が
P
C
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。
1
・

2
・
3
・
5
号
線
は
ほ
ぼ
市
街
地
部
を
通
過
し
、

延
長
の
約
9
割
が
橋
梁
形
式
で
す
が
、
公
団

が
北
九
州
道
路
等
と
し
て
建
設
し
た
4
号
線

は
主
に
山
地
部
に
あ
り
、
約
8
割
が
土
工
、

ト
ン
ネ
ル
区
間
の
た
め
、
福
岡
高
速
と
比
較

し
て
橋
梁
区
間
の
延
長
割
合
が
小
さ
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
昭
和
58
年
10
月
に
開
通
し
た
北
九
州
高

速
1
号
線
若
園
〜
篠
崎
北
間
は
約
1
・
0

㎞
が
北
九
州
モ
ノ
レ
ー
ル
と
の一
体
構
造
で
あ

り
、
最
上
段
が
都
市
高
速
道
路
、
中
段
は
モ

ノ
レ
ー
ル
、
平
面
部
は
一
般
国
道
3
2
2
号

が
通
過
す
る
３
層
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
モ

ノ
レ
ー
ル
軌
道
の
関
係
上
、
標
準
部
の
ス
パン

は
20
m
と
さ
れ
、
こ
の
区
間
の
上
部
工
に
は

P
C
プ
レ
テ
ン
桁
が
多
く
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
24
年
７
月
に
全
線
が
開
通

し
た
福
岡
高
速
5
号
線
は
外
環
道
の
上
部

に
位
置
し
、
延
長
18
・
1
㎞
の
う
ち
17
・
2

㎞
が
橋
梁
構
造
で
す
。
全
7
1
3
径
間
の
う

ち
1
2
4
径
間
で
P
C
橋
、
1
2
2
径
間

で
P
R
C
中
空
床
版
橋
を
採
用
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
公
社
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
は
主

に
P
C
T
桁
橋
や
P
C
中
空
床
版
橋
を
採

用
し
て
い
ま
し
た
が
、
P
R
C
中
空
床
版

橋
は
、
従
来
の
円
筒
形
鋼
製
ボ
イ
ド
に
代

わ
り
、
上
部
工
の
自
重
が
軽
減
で
き
断
面

効
率
の
良
い
多
角
形
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
ボ
イ

ド
を
採
用
し
ま
し
た
。
ま
た
、本
構
造
で
は
、

活
荷
重
作
用
時
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ひ
び

割
れ
幅
を
制
限
値
ま
で
許
容
、
死
荷
重
作

用
時
は
ひ
び
割
れ
は
発
生
さ
せ
な
い
と
い
う

思
想
の
下
、
鉄
筋
と
P
C
鋼
材
に
よ
り
ひ

び
割
れ
を
制
御
し
た
構
造
を
採
用
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
P
C
中
空
床

版
で
は
30
m
程
度
ま
で
で
あ
っ
た
適
用
支

間
長
を
40
m
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
従
来
の
P
C
構
造
と
比
較
し
て
鉄
筋

量
は
増
加
し
ま
し
た
が
、
P
C
鋼
材
量
の

減
少
と
橋
脚
数
の
減
少
に
よ
る
コ
ス
ト
縮

減
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
場
工
期
の
短
縮
や
経
済
性
を

考
慮
し
て
、
工
場
製
作
の
セ
グ
メ
ン
ト
を

使
用
し
た
P
C
少
主
桁
橋
を
採
用
し
ま
し

た
。
主
桁
の
上
フ
ラ
ン
ジ
幅
を
拡
大
し
て
、

従
来
の
標
準
桁
に
比
べ
、 

主
桁
本
数
の
低

減
を
図
る
と
共
に
、
バ
ル
ブ
形
断
面
の
採

用
に
よ
り 

断
面
性
能
が
有
利
に
な
り
、

上
部
工
重
量
を
低
減
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

昭
和
55
年
の
第
一
次
供
用
時
の
利
用
交

通
量
は
福
岡
高
速
で
約
1
万
7
0
0
台
⁄

日
、
北
九
州
高
速
で
約
5
9
0
0
台
⁄
日

▲ 福岡高速３号線（空港線）延伸のイメージパース

福岡空港福岡空港

空港口交差点空港口交差点⬅至 香椎
⬅至 香椎

国道3号福岡南BP

国道3号福岡南BP

新設「空港北口（仮称）」出入口新設「空港北口（仮称）」出入口

料金所新設料金所新設

連結路 L=0.4km連結路 L=0.4km

既設「空港通」出入口既設「空港通」出入口

国内線ターミナル国内線ターミナル

本
線
部
 L
=1
.4
km

本
線
部
 L
=1
.4
km

福岡高速２号線 至 太宰府IC➡福岡高速２号線 至 太宰府IC➡

至 博多駅
➡

至 博多駅
➡

福
岡
高
速
３
号
線

福
岡
高
速
３
号
線

か  

し
い

ひ
が
し
は
ま

つ
き
ぐ
ま

で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
前
の
令
和
元
年
度
は
福
岡
高
速

で
約
18
万
8
0
0
0
台
⁄
日
、
北
九
州
高

速
で
約
9
万
台
⁄
日
と
約
15
〜
16
倍
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ご
利
用
い
た

だ
い
た
約
29
億
台
の
お
客
さ
ま
に
御
礼
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
都
市
高
速
道
路
の

整
備
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
、
福
岡
・
北
九
州
高
速
と
も
昭
和

55
年
の
第
一
次
供
用
開
始
か
ら
40
年
が
経

過
し
、
老
朽
化
も
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

福
岡
高
速
で
は
平
成
24
年
度
か
ら
老
朽

化
・
予
防
保
全
対
策
工
事
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
北
九
州
高
速
は
、

北
九
州
道
路
等
と
し
て
昭
和
33
年
以
降
に

開
通
し
た
4
号
線
の
大
規
模
補
修
工
事
を

平
成
15
〜
20
年
度
に
実
施
し
ま
し
た
が
、

1
〜
3
号
線
に
つ
い
て
も
、
令
和
4
年
度

か
ら
大
規
模
修
繕
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　

公
社
は
設
立
50
周
年
を
新
た
な
出
発
点

と
し
、
こ
れ
か
ら
も
お
客
さ
ま
に
満
足
い

た
だ
け
る
よ
う
、
安
全
・
安
心
・
円
滑
な

質
の
高
い
都
市
高
速
道
路
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、
お
客
さ
ま
の
豊
か
な
未
来
と
地
域

社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

に
な 

た

よ
こ
し
ろ

ひ
あ
が
り
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は
じ
め
に

　

福
岡
北
九
州
高
速
道
路
公
社
（
以
下
公

社
）
は
、
福
岡
・
北
九
州
都
市
圏
の
交
通

円
滑
化
の
た
め
の
指
定
都
市
高
速
道
路
の
建

設
、
管
理
を
目
的
と
し
て
、
福
岡
県
、
福

岡
市
及
び
北
九
州
市
の
出
資
に
よ
り
、
昭
和

46
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
3
年
に
設

立
か
ら
50
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
岡
・
北
九
州
高
速
は
、
昭
和

55
年
に
そ
れ
ぞ
れ
最
初
の
供
用
を
開
始
し

て
か
ら
順
次
延
伸
し
、
福
岡
高
速
は
59
・

3
㎞
、
北
九
州
高
速
は
49
・
5
㎞
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
成
長
し
ま
し
た
。

　

福
岡
·
北
九
州
高
速
は
、
両
都
市
圏
の

道
路
網
の
骨
格
と
し
て
、
市
街
地
部
の
渋

滞
を
緩
和
し
、
交
通
円
滑
化
に
寄
与
し
て

い
ま
す
。ま
た
、九
州
自
動
車
道（
以
下「
九

州
道
」）
な
ど
広
域
的
な
高
速
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
も
連
結
し
、
本
州
、
九
州
の

各
方
面
と
の
ア
ク
セ
ス
向
上
の
役
割
も
果

た
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
都
市

圏
内
外
の
人
と
モ
ノ
の
交
流
拡
大
に
寄
与

し
、
地
域
経
済
の
発
展
や
生
活
の
向
上
に

大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
福
岡
・
北
九

州
高
速
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

道
路
構
造
の
特
徴
を
紹
介
し
ま
す
。

福
岡
高
速
の
あ
ゆ
み

①
福
岡
都
市
圏
の
交
通
円
滑
化

　

昭
和
47
年
3
月
、
福
岡
都
市
圏
に
お
け

る
人
口
の
集
中
と
自
動
車
の
急
激
な
増
加
に

伴
う
著
し
い
交
通
渋
滞
に
対
処
す
る
た
め
、

都
心
部
と
周
辺
市
街
地
と
の
連
結
を
基
本

方
針
と
し
て
、
福
岡
高
速
の
整
備
計
画
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
の
計
画
は
、
福
岡

市
都
心
部
の
天
神
の
北
側
を
経
由
し
て
博
多

湾
の
海
岸
線
を
東
西
に
通
る
1
号
線
、
1

号
線
か
ら
千
鳥
橋
J
C
T
で
分
岐
し
国
道

3
号
沿
い
に
博
多
駅
付
近
を
経
由
し
て
南
下

す
る
2
号
線
、
2
号
線
か
ら
分
岐
し
て
空
港

方
面
に
向
か
う
3
号
線
の
3
路
線
で
し
た
。

　

環
境
問
題
に
よ
る
反
対
や
用
地
取
得
の

難
航
等
に
よ
る
整
備
の
遅
れ
は
あ
り
ま
し

た
が
、
昭
和
55
年
10
月
に
1
号
線
の
香
椎

〜
東
浜
間
が
福
岡
高
速
で
初
め
て
開
通
し
、

そ
の
後
一
部
計
画
見
直
し
も
経
て
、
福
岡

市
で
の
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
博
覧
会
」
開
催

前
の
平
成
元
年
3
月
に
当
初
の
計
画
区
間

が
概
ね
完
成
し
ま
し
た
。

②
広
域
高
速
道
路
網
の
形
成

　

2
号
線
は
国
道
3
号
を
経
由
し
て
九
州

道
太
宰
府
I
C
と
接
続
し
て
い
ま
し
た
が
、

国
道
3
号
は
激
し
い
渋
滞
と
な
り
、
福
岡

高
速
と
太
宰
府
I
C
直
結
の
強
い
要
望
が

あ
が
り
ま
し
た
。
2
号
線
は
、
国
が
平
面

道
路
で
事
業
中
で
あ
っ
た
国
道
2
0
2
号

福
岡
外
環
状
道
路
（
以
下
「
外
環
道
」）
の

起
点
部
付
近
（
月
隈
）
ま
で
平
成
6
年
4

月
に
延
伸
す
る
と
と
も
に
、
平
成
11
年
3

月
に
太
宰
府
I
C
と
連
結
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
福
岡
高
速
は
初
め
て
高
規
格

幹
線
道
路
と
直
結
し
て
九
州
各
方
面
への
ア

ク
セ
ス
が
向
上
し
、
利
用
交
通
量
も
直
結

前
の
約
8
万
9
千
台
⁄
日
か
ら
約
12
万
4

千
台
と
約
4
割
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、1
号
線
貝
塚
J
C
T
か
ら
国
道

2
0
1
号
沿
い
に
伸
び
る
４
号
線
が
平
成
14
年

3
月
に
九
州
道
福
岡
I
C
と
連
結
し
、北
九
州

や
本
州
方
面
への
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
1
号
線
も
延
伸
に
よ
り
平
成

13
年
10
月
に
西
九
州
自
動
車
道
（
以
下
「
西

九
州
道
」）
と
連
結
し
、
福
岡
県
西
部
や
西

九
州
方
面
への
ア
ク
セ
ス
も
向
上
し
ま
し
た
。

③
環
状
道
路
網
の
形
成

　
平
成
4
年
、
外
環
道
に
高
架
の
自
動
車

専
用
道
路
（
以
下
「
自
専
道
」）
が
都
市
計

画
決
定
さ
れ
、
九
州
道
と
西
九
州
道
を
含
む

広
域
的
な
高
速
道
路
網
の
構
築
と
と
も
に
、

1
、
2
号
線
と
一
体
と
な
っ
て
自
専
道
の
環

状
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
自
専
道
に
つ
い
て
は
、
公
社

が
5
号
線
と
し
て
整
備
し
、
平
成
23
年
2
月

に
西
九
州
道
と
連
結
す
る
と
と
も
に
、
平
成

24
年
7
月
に
1
号
線
と
連
結
し
て
、
福
岡
高

速
の
環
状
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完
成
し
ま
し
た
。

④
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

　
博
多
湾
東
部
海
域
の
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
は
、

平
成
24
年
の
福
岡
市
の
基
本
計
画
で
、
先
進

的
モ
デ
ル
都
市
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
一
体
と
な
っ
た
国
際

物
流
拠
点
の
形
成
を
図
る
地
区
に
位
置
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
へ
の

円
滑
な
交
通
ア
ク
セ
ス
の
確
保
や
福
岡
市
東

部
地
区
の
渋
滞
緩
和
の
た
め
、
1
号
線
と
ア

イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
を
結
ぶ
6
号
線
が
計
画
さ
れ
、

公
社
は
国
に
よ
る
港
湾
整
備
事
業
お
よ
び
福

岡
市
の
街
路
事
業
と
一
体
と
な
っ
て
整
備
を

行
い
、
令
和
3
年
3
月
に
開
通
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
在
福
岡
空
港
で
は
滑
走
路
増

設
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
公
社
は
、

福
岡
市
南
部
地
域
や
太
宰
府
I
C
方
面
か

ら
の
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化
と
、
空
港
口

交
差
点
を
は
じ
め
と
す
る
空
港
周
辺
道
路

の
混
雑
緩
和
を
図
る
た
め
、
令
和
３
年
７

月
に
３
号
線
（
空
港
線
）
延
伸
事
業
に
着

手
し
、鋭
意
事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

北
九
州
高
速
の
あ
ゆ
み

①
北
九
州
都
市
圏
の
交
通
円
滑
化

　

北
九
州
市
は
、
昭
和
38
年
に
5
つ
の
市
の

対
等
合
併
に
よ
り
、
人
口
1
0
0
万
人
を

擁
す
る
都
市
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　
昭
和
47
年
3
月
、
北
九
州
都
市
圏
の
交

通
渋
滞
に
対
処
し
、
都
心
と
市
街
地
周
辺
お

よ
び
旧
5
市
間
の
連
絡
を
基
本
方
針
と
し
て

北
九
州
高
速
の
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。
当
初
の
計
画
は
、
東
九
州
方
面
の
国
道

10
号
に
接
続
す
る
蜷
田
（
現
横
代
）
か
ら
都

心
部
を
経
由
し
て
西
本
町
で
福
岡
方
面
の
国

道
3
号
に
接
続
す
る
1
号
線
、
小
倉
駅
付

近
か
ら
臨
海
工
業
地
帯
を
東
西
に
横
断
し
、

戸
畑
で
若
戸
大
橋
に
接
続
し
て
若
松
区
と
の

連
絡
を
図
る
2
号
線
、
1
号
線
と
2
号
線

を
連
絡
す
る
3
号
線
の
3
路
線
で
し
た
。

　
福
岡
高
速
と
同
様
、
環
境
問
題
に
よ
る

反
対
や
用
地
取
得
の
難
航
等
に
よ
る
整
備
の

遅
れ
は
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
55
年
10
月
に

篠
崎
北
〜
日
明
間
が
北
九
州
高
速
で
初
め
て

開
通
し
、そ
の
後
順
次
延
伸
し
て
い
き
ま
し
た
。

②
北
九
州
道
路
等
の
移
管

　
供
用
延
長
が
伸
び
た
も
の
の
、
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
事
業
費
の
高
騰
や
経
済
地

盤
の
低
迷
に
よ
り
北
九
州
高
速
の
採
算
性
は

厳
し
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
旧
日
本
道
路

公
団
（
以
下
「
公
団
））
が
建
設
し
た
国
道

3
号
北
九
州
道
路
及
び
国
道
2
0
0
号
北

九
州
直
方
道
路
（
以
下
「
北
九
州
道
路
等
」）

は
九
州
道
小
倉
東
I
C
〜
八
幡
I
C
間
が
昭

和
63
年
3
月
に
開
通
す
る
ま
で
そ
の
代
替
機

能
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
が
、
開
通
に
よ
り

専
ら
都
市
内
自
専
道
の
機
能
を
担
う
こ
と
と

な
り
、
公
団
等
と
の
協
議
の
結
果
、
平
成
2

年
3
月
に
北
九
州
高
速
4
号
線
と
し
て
公
社

に
移
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
北
九

州
高
速
は
門
司
I
C
、
八
幡
I
C
で
九
州
道

と
連
結
す
る
形
と
な
り
、
供
用
延
長
は
13
・

8
㎞
か
ら
45
・
6
㎞
と
約
3
・
3
倍
に
な
る

と
と
も
に
、
利
用
交
通
量
も
約
3
万
台
⁄
日

か
ら
約
11
万
2
千
台
⁄
日
へと
約
3
・
8
倍

の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

③
東
九
州
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化

　
1
号
線
は
国
道
10
号
を
経
由
し
て
九
州

道
小
倉
東
I
C
と
接
続
し
て
い
ま
し
た
が
、

国
道
10
号
の
渋
滞
が
激
し
か
っ
た
こ
と
か
ら

平
成
12
年
7
月
に
小
倉
東
I
C
付
近
ま
で

延
伸
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
18
年
3
月

の
新
北
九
州
空
港
（
現
北
九
州
空
港
）
の
開

港
前
の
同
年
2
月
、
１
号
線
と
小
倉
東

I
C
の
連
結
工
事
が
東
九
州
自
動
車
道
北

九
州
J
C
T
〜
苅
田
北
九
州
空
港
I
C
間

開
通
と
同
時
に
完
成
し
、
空
港
方
面
や
東

九
州
方
面
への
ア
ク
セ
ス
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

④
環
状
道
路
網
の
形
成
に
向
け
て

　

平
成
3
年
度
に
自
専
道
の
国
道
3
号
黒

崎
バ
イ
パ
ス
（
以
下
「
黒
崎
B
P
」）
が

国
に
よ
り
事
業
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

受
け
皿
と
な
る
と
と
も
に
、
2
・
3
・

1
・
4
号
線
と
一
体
と
な
っ
て
北
九
州
高

速
の
環
状
道
路
網
を
構
築
す
る
路
線
と
し

て
、
平
成
10
年
11
月
に
5
号
線
が
整
備
計

画
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
黒

崎
B
P
付
近
（
枝
光
）
か
ら
4
号
線
（
大

谷
J
C
T
）
ま
で
は
「
北
九
州
博
覧
祭

2
0
0
1
」
開
催
前
の
平
成
13
年
7
月
に

供
用
し
ま
し
た
が
、
2
号
線
に
接
続
す
る

戸
畑
か
ら
枝
光
間
は
、
4
号
線
の
大
規
模

補
修
の
緊
急
性
等
を
勘
案
し
、
平
成
16
年

3
月
に
整
備
計
画
か
ら
削
除
さ
れ
ま
し
た
。

当
区
間
は
平
成
23
年
度
以
降
、
北
九
州
市

に
よ
り
自
専
道
の
街
路
事
業
戸
畑
枝
光
線

と
し
て
整
備
中
で
す
。

　
そ
の
後
、
平
成
24
年
9
月
に
2
号
線
が

新
若
戸
道
路
（
若
戸
ト
ン
ネ
ル
）
と
、
5
号

線
が
黒
崎
B
P
と
接
続
し
、
自
専
道
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
拡
充
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
下
関
市
、

北
九
州
市
の
都
心
部
を

結
ぶ
下
関
北
九
州
道
路

の
調
査
が
国
等
に
よ
り

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
4
年
3
月
、
北

九
州
市
は
周
辺
の
幹
線

道
路
や
開
発
な
ど
の
環
境

の
変
化
を
踏
ま
え
「
戸
畑

枝
光
線
の
有
料
化
に
向
け

た
手
続
き
を
進
め
る
」
と
の
方
針
を
出
し
ま

し
た
。
今
後
は
北
九
州
市
の
都
市
計
画
変
更

等
の
手
続
き
を
踏
ま
え
、
公
社
と
し
て
も
有

料
化
に
向
け
た
手
続
き
に
取
組
む
方
針
で
す
。

道
路
構
造
の
特
徴

　

福
岡
高
速
は
、
ほ
ぼ
市
街
地
部
を
通
過
す

る
た
め
、
鋼
橋
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
あ
わ
せ

て
橋
梁
形
式
が
全
延
長
59
・
3
㎞
の
約
93
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
橋
梁
の
上
部
工

2
5
8
5
径
間
の
う
ち
約
31
％
が
P
C
・

P
R
C
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
北
九
州
高
速
は
、
全
延
長
49・5
㎞
の
う
ち
、

橋
梁
形
式
の
割
合
は
約
45
％
と
な
って
い
ま
す
。

ま
た
、
橋
梁
の
上
部
工
1
7
9
2
径
間
の
う

ち
約
30
％
が
P
C
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。
1
・

2
・
3
・
5
号
線
は
ほ
ぼ
市
街
地
部
を
通
過
し
、

延
長
の
約
9
割
が
橋
梁
形
式
で
す
が
、
公
団

が
北
九
州
道
路
等
と
し
て
建
設
し
た
4
号
線

は
主
に
山
地
部
に
あ
り
、
約
8
割
が
土
工
、

ト
ン
ネ
ル
区
間
の
た
め
、
福
岡
高
速
と
比
較

し
て
橋
梁
区
間
の
延
長
割
合
が
小
さ
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
昭
和
58
年
10
月
に
開
通
し
た
北
九
州
高

速
1
号
線
若
園
〜
篠
崎
北
間
は
約
1
・
0

㎞
が
北
九
州
モ
ノ
レ
ー
ル
と
の一
体
構
造
で
あ

り
、
最
上
段
が
都
市
高
速
道
路
、
中
段
は
モ

ノ
レ
ー
ル
、
平
面
部
は
一
般
国
道
3
2
2
号

が
通
過
す
る
３
層
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
モ

ノ
レ
ー
ル
軌
道
の
関
係
上
、
標
準
部
の
ス
パン

は
20
m
と
さ
れ
、
こ
の
区
間
の
上
部
工
に
は

P
C
プ
レ
テ
ン
桁
が
多
く
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
24
年
７
月
に
全
線
が
開
通

し
た
福
岡
高
速
5
号
線
は
外
環
道
の
上
部

に
位
置
し
、
延
長
18
・
1
㎞
の
う
ち
17
・
2

㎞
が
橋
梁
構
造
で
す
。
全
7
1
3
径
間
の
う

ち
1
2
4
径
間
で
P
C
橋
、
1
2
2
径
間

で
P
R
C
中
空
床
版
橋
を
採
用
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
公
社
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
は
主

に
P
C
T
桁
橋
や
P
C
中
空
床
版
橋
を
採

用
し
て
い
ま
し
た
が
、
P
R
C
中
空
床
版

橋
は
、
従
来
の
円
筒
形
鋼
製
ボ
イ
ド
に
代

わ
り
、
上
部
工
の
自
重
が
軽
減
で
き
断
面

効
率
の
良
い
多
角
形
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
ボ
イ

ド
を
採
用
し
ま
し
た
。
ま
た
、本
構
造
で
は
、

活
荷
重
作
用
時
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ひ
び

割
れ
幅
を
制
限
値
ま
で
許
容
、
死
荷
重
作

用
時
は
ひ
び
割
れ
は
発
生
さ
せ
な
い
と
い
う

思
想
の
下
、
鉄
筋
と
P
C
鋼
材
に
よ
り
ひ

び
割
れ
を
制
御
し
た
構
造
を
採
用
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
P
C
中
空
床

版
で
は
30
m
程
度
ま
で
で
あ
っ
た
適
用
支

間
長
を
40
m
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
従
来
の
P
C
構
造
と
比
較
し
て
鉄
筋

量
は
増
加
し
ま
し
た
が
、
P
C
鋼
材
量
の

減
少
と
橋
脚
数
の
減
少
に
よ
る
コ
ス
ト
縮

減
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
場
工
期
の
短
縮
や
経
済
性
を

考
慮
し
て
、
工
場
製
作
の
セ
グ
メ
ン
ト
を

使
用
し
た
P
C
少
主
桁
橋
を
採
用
し
ま
し

た
。
主
桁
の
上
フ
ラ
ン
ジ
幅
を
拡
大
し
て
、

従
来
の
標
準
桁
に
比
べ
、 

主
桁
本
数
の
低

減
を
図
る
と
共
に
、
バ
ル
ブ
形
断
面
の
採

用
に
よ
り 

断
面
性
能
が
有
利
に
な
り
、

上
部
工
重
量
を
低
減
し
て
い
ま
す
。

▲ 北九州高速道路

▲ 北九州高速路線図（令和４年４月現在）

▲ 北九州高速初の開通（昭和55年10月）

か
ん　
だ

え
だ
み
つ

お
わ
り
に

　

昭
和
55
年
の
第
一
次
供
用
時
の
利
用
交

通
量
は
福
岡
高
速
で
約
1
万
7
0
0
台
⁄

日
、
北
九
州
高
速
で
約
5
9
0
0
台
⁄
日

で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
前
の
令
和
元
年
度
は
福
岡
高
速

で
約
18
万
8
0
0
0
台
⁄
日
、
北
九
州
高

速
で
約
9
万
台
⁄
日
と
約
15
〜
16
倍
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ご
利
用
い
た

だ
い
た
約
29
億
台
の
お
客
さ
ま
に
御
礼
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
都
市
高
速
道
路
の

整
備
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
、
福
岡
・
北
九
州
高
速
と
も
昭
和

55
年
の
第
一
次
供
用
開
始
か
ら
40
年
が
経

過
し
、
老
朽
化
も
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

福
岡
高
速
で
は
平
成
24
年
度
か
ら
老
朽

化
・
予
防
保
全
対
策
工
事
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
北
九
州
高
速
は
、

北
九
州
道
路
等
と
し
て
昭
和
33
年
以
降
に

開
通
し
た
4
号
線
の
大
規
模
補
修
工
事
を

平
成
15
〜
20
年
度
に
実
施
し
ま
し
た
が
、

1
〜
3
号
線
に
つ
い
て
も
、
令
和
4
年
度

か
ら
大
規
模
修
繕
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　

公
社
は
設
立
50
周
年
を
新
た
な
出
発
点

と
し
、
こ
れ
か
ら
も
お
客
さ
ま
に
満
足
い

た
だ
け
る
よ
う
、
安
全
・
安
心
・
円
滑
な

質
の
高
い
都
市
高
速
道
路
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、
お
客
さ
ま
の
豊
か
な
未
来
と
地
域

社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

至 北
九州
空港

至 北
九州
空港
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は
じ
め
に

　

福
岡
北
九
州
高
速
道
路
公
社
（
以
下
公

社
）
は
、
福
岡
・
北
九
州
都
市
圏
の
交
通

円
滑
化
の
た
め
の
指
定
都
市
高
速
道
路
の
建

設
、
管
理
を
目
的
と
し
て
、
福
岡
県
、
福

岡
市
及
び
北
九
州
市
の
出
資
に
よ
り
、
昭
和

46
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
3
年
に
設

立
か
ら
50
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
岡
・
北
九
州
高
速
は
、
昭
和

55
年
に
そ
れ
ぞ
れ
最
初
の
供
用
を
開
始
し

て
か
ら
順
次
延
伸
し
、
福
岡
高
速
は
59
・

3
㎞
、
北
九
州
高
速
は
49
・
5
㎞
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
成
長
し
ま
し
た
。

　

福
岡
·
北
九
州
高
速
は
、
両
都
市
圏
の

道
路
網
の
骨
格
と
し
て
、
市
街
地
部
の
渋

滞
を
緩
和
し
、
交
通
円
滑
化
に
寄
与
し
て

い
ま
す
。ま
た
、九
州
自
動
車
道（
以
下「
九

州
道
」）
な
ど
広
域
的
な
高
速
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
も
連
結
し
、
本
州
、
九
州
の

各
方
面
と
の
ア
ク
セ
ス
向
上
の
役
割
も
果

た
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
都
市

圏
内
外
の
人
と
モ
ノ
の
交
流
拡
大
に
寄
与

し
、
地
域
経
済
の
発
展
や
生
活
の
向
上
に

大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
福
岡
・
北
九

州
高
速
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

道
路
構
造
の
特
徴
を
紹
介
し
ま
す
。

福
岡
高
速
の
あ
ゆ
み

①
福
岡
都
市
圏
の
交
通
円
滑
化

　

昭
和
47
年
3
月
、
福
岡
都
市
圏
に
お
け

る
人
口
の
集
中
と
自
動
車
の
急
激
な
増
加
に

伴
う
著
し
い
交
通
渋
滞
に
対
処
す
る
た
め
、

都
心
部
と
周
辺
市
街
地
と
の
連
結
を
基
本

方
針
と
し
て
、
福
岡
高
速
の
整
備
計
画
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
の
計
画
は
、
福
岡

市
都
心
部
の
天
神
の
北
側
を
経
由
し
て
博
多

湾
の
海
岸
線
を
東
西
に
通
る
1
号
線
、
1

号
線
か
ら
千
鳥
橋
J
C
T
で
分
岐
し
国
道

3
号
沿
い
に
博
多
駅
付
近
を
経
由
し
て
南
下

す
る
2
号
線
、
2
号
線
か
ら
分
岐
し
て
空
港

方
面
に
向
か
う
3
号
線
の
3
路
線
で
し
た
。

　

環
境
問
題
に
よ
る
反
対
や
用
地
取
得
の

難
航
等
に
よ
る
整
備
の
遅
れ
は
あ
り
ま
し

た
が
、
昭
和
55
年
10
月
に
1
号
線
の
香
椎

〜
東
浜
間
が
福
岡
高
速
で
初
め
て
開
通
し
、

そ
の
後
一
部
計
画
見
直
し
も
経
て
、
福
岡

市
で
の
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
博
覧
会
」
開
催

前
の
平
成
元
年
3
月
に
当
初
の
計
画
区
間

が
概
ね
完
成
し
ま
し
た
。

②
広
域
高
速
道
路
網
の
形
成

　

2
号
線
は
国
道
3
号
を
経
由
し
て
九
州

道
太
宰
府
I
C
と
接
続
し
て
い
ま
し
た
が
、

国
道
3
号
は
激
し
い
渋
滞
と
な
り
、
福
岡

高
速
と
太
宰
府
I
C
直
結
の
強
い
要
望
が

あ
が
り
ま
し
た
。
2
号
線
は
、
国
が
平
面

道
路
で
事
業
中
で
あ
っ
た
国
道
2
0
2
号

福
岡
外
環
状
道
路
（
以
下
「
外
環
道
」）
の

起
点
部
付
近
（
月
隈
）
ま
で
平
成
6
年
4

月
に
延
伸
す
る
と
と
も
に
、
平
成
11
年
3

月
に
太
宰
府
I
C
と
連
結
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
福
岡
高
速
は
初
め
て
高
規
格

幹
線
道
路
と
直
結
し
て
九
州
各
方
面
への
ア

ク
セ
ス
が
向
上
し
、
利
用
交
通
量
も
直
結

前
の
約
8
万
9
千
台
⁄
日
か
ら
約
12
万
4

千
台
と
約
4
割
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、1
号
線
貝
塚
J
C
T
か
ら
国
道

2
0
1
号
沿
い
に
伸
び
る
４
号
線
が
平
成
14
年

3
月
に
九
州
道
福
岡
I
C
と
連
結
し
、北
九
州

や
本
州
方
面
への
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
1
号
線
も
延
伸
に
よ
り
平
成

13
年
10
月
に
西
九
州
自
動
車
道
（
以
下
「
西

九
州
道
」）
と
連
結
し
、
福
岡
県
西
部
や
西

九
州
方
面
への
ア
ク
セ
ス
も
向
上
し
ま
し
た
。

③
環
状
道
路
網
の
形
成

　
平
成
4
年
、
外
環
道
に
高
架
の
自
動
車

専
用
道
路
（
以
下
「
自
専
道
」）
が
都
市
計

画
決
定
さ
れ
、
九
州
道
と
西
九
州
道
を
含
む

広
域
的
な
高
速
道
路
網
の
構
築
と
と
も
に
、

1
、
2
号
線
と
一
体
と
な
っ
て
自
専
道
の
環

状
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
自
専
道
に
つ
い
て
は
、
公
社

が
5
号
線
と
し
て
整
備
し
、
平
成
23
年
2
月

に
西
九
州
道
と
連
結
す
る
と
と
も
に
、
平
成

24
年
7
月
に
1
号
線
と
連
結
し
て
、
福
岡
高

速
の
環
状
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完
成
し
ま
し
た
。

④
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

　
博
多
湾
東
部
海
域
の
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
は
、

平
成
24
年
の
福
岡
市
の
基
本
計
画
で
、
先
進

的
モ
デ
ル
都
市
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
一
体
と
な
っ
た
国
際

物
流
拠
点
の
形
成
を
図
る
地
区
に
位
置
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
へ
の

円
滑
な
交
通
ア
ク
セ
ス
の
確
保
や
福
岡
市
東

部
地
区
の
渋
滞
緩
和
の
た
め
、
1
号
線
と
ア

イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
を
結
ぶ
6
号
線
が
計
画
さ
れ
、

公
社
は
国
に
よ
る
港
湾
整
備
事
業
お
よ
び
福

岡
市
の
街
路
事
業
と
一
体
と
な
っ
て
整
備
を

行
い
、
令
和
3
年
3
月
に
開
通
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
在
福
岡
空
港
で
は
滑
走
路
増

設
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
公
社
は
、

福
岡
市
南
部
地
域
や
太
宰
府
I
C
方
面
か

ら
の
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化
と
、
空
港
口

交
差
点
を
は
じ
め
と
す
る
空
港
周
辺
道
路

の
混
雑
緩
和
を
図
る
た
め
、
令
和
３
年
７

月
に
３
号
線
（
空
港
線
）
延
伸
事
業
に
着

手
し
、鋭
意
事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

北
九
州
高
速
の
あ
ゆ
み

①
北
九
州
都
市
圏
の
交
通
円
滑
化

　

北
九
州
市
は
、
昭
和
38
年
に
5
つ
の
市
の

対
等
合
併
に
よ
り
、
人
口
1
0
0
万
人
を

擁
す
る
都
市
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　
昭
和
47
年
3
月
、
北
九
州
都
市
圏
の
交

通
渋
滞
に
対
処
し
、
都
心
と
市
街
地
周
辺
お

よ
び
旧
5
市
間
の
連
絡
を
基
本
方
針
と
し
て

北
九
州
高
速
の
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。
当
初
の
計
画
は
、
東
九
州
方
面
の
国
道

10
号
に
接
続
す
る
蜷
田
（
現
横
代
）
か
ら
都

心
部
を
経
由
し
て
西
本
町
で
福
岡
方
面
の
国

道
3
号
に
接
続
す
る
1
号
線
、
小
倉
駅
付

近
か
ら
臨
海
工
業
地
帯
を
東
西
に
横
断
し
、

戸
畑
で
若
戸
大
橋
に
接
続
し
て
若
松
区
と
の

連
絡
を
図
る
2
号
線
、
1
号
線
と
2
号
線

を
連
絡
す
る
3
号
線
の
3
路
線
で
し
た
。

　
福
岡
高
速
と
同
様
、
環
境
問
題
に
よ
る

反
対
や
用
地
取
得
の
難
航
等
に
よ
る
整
備
の

遅
れ
は
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
55
年
10
月
に

篠
崎
北
〜
日
明
間
が
北
九
州
高
速
で
初
め
て

開
通
し
、そ
の
後
順
次
延
伸
し
て
い
き
ま
し
た
。

②
北
九
州
道
路
等
の
移
管

　
供
用
延
長
が
伸
び
た
も
の
の
、
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
事
業
費
の
高
騰
や
経
済
地

盤
の
低
迷
に
よ
り
北
九
州
高
速
の
採
算
性
は

厳
し
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
旧
日
本
道
路

公
団
（
以
下
「
公
団
））
が
建
設
し
た
国
道

3
号
北
九
州
道
路
及
び
国
道
2
0
0
号
北

九
州
直
方
道
路
（
以
下
「
北
九
州
道
路
等
」）

は
九
州
道
小
倉
東
I
C
〜
八
幡
I
C
間
が
昭

し
て
橋
梁
区
間
の
延
長
割
合
が
小
さ
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
昭
和
58
年
10
月
に
開
通
し
た
北
九
州
高

速
1
号
線
若
園
〜
篠
崎
北
間
は
約
1
・
0

㎞
が
北
九
州
モ
ノ
レ
ー
ル
と
の一
体
構
造
で
あ

り
、
最
上
段
が
都
市
高
速
道
路
、
中
段
は
モ

ノ
レ
ー
ル
、
平
面
部
は
一
般
国
道
3
2
2
号

が
通
過
す
る
３
層
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
モ

ノ
レ
ー
ル
軌
道
の
関
係
上
、
標
準
部
の
ス
パン

は
20
m
と
さ
れ
、
こ
の
区
間
の
上
部
工
に
は

P
C
プ
レ
テ
ン
桁
が
多
く
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
24
年
７
月
に
全
線
が
開
通

し
た
福
岡
高
速
5
号
線
は
外
環
道
の
上
部

に
位
置
し
、
延
長
18
・
1
㎞
の
う
ち
17
・
2

㎞
が
橋
梁
構
造
で
す
。
全
7
1
3
径
間
の
う

ち
1
2
4
径
間
で
P
C
橋
、
1
2
2
径
間

で
P
R
C
中
空
床
版
橋
を
採
用
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
公
社
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
は
主

に
P
C
T
桁
橋
や
P
C
中
空
床
版
橋
を
採

用
し
て
い
ま
し
た
が
、
P
R
C
中
空
床
版

橋
は
、
従
来
の
円
筒
形
鋼
製
ボ
イ
ド
に
代

わ
り
、
上
部
工
の
自
重
が
軽
減
で
き
断
面

効
率
の
良
い
多
角
形
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
ボ
イ

ド
を
採
用
し
ま
し
た
。
ま
た
、本
構
造
で
は
、

活
荷
重
作
用
時
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ひ
び

割
れ
幅
を
制
限
値
ま
で
許
容
、
死
荷
重
作

用
時
は
ひ
び
割
れ
は
発
生
さ
せ
な
い
と
い
う

思
想
の
下
、
鉄
筋
と
P
C
鋼
材
に
よ
り
ひ

び
割
れ
を
制
御
し
た
構
造
を
採
用
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
P
C
中
空
床

版
で
は
30
m
程
度
ま
で
で
あ
っ
た
適
用
支

間
長
を
40
m
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
従
来
の
P
C
構
造
と
比
較
し
て
鉄
筋

量
は
増
加
し
ま
し
た
が
、
P
C
鋼
材
量
の

減
少
と
橋
脚
数
の
減
少
に
よ
る
コ
ス
ト
縮

減
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
場
工
期
の
短
縮
や
経
済
性
を

考
慮
し
て
、
工
場
製
作
の
セ
グ
メ
ン
ト
を

使
用
し
た
P
C
少
主
桁
橋
を
採
用
し
ま
し

た
。
主
桁
の
上
フ
ラ
ン
ジ
幅
を
拡
大
し
て
、

従
来
の
標
準
桁
に
比
べ
、 
主
桁
本
数
の
低

減
を
図
る
と
共
に
、
バ
ル
ブ
形
断
面
の
採

用
に
よ
り 

断
面
性
能
が
有
利
に
な
り
、

上
部
工
重
量
を
低
減
し
て
い
ま
す
。

▲ 福岡高速の構造別延長 ▲ 北九州高速の構造別延長

▲ 北九州高速1号線　モノレール一体構造区間

▲ 福岡高速５号線　PRC中空床版構造区間

▲ 福岡高速５号線 PC少主桁構造区間

▲ 福岡高速の橋種別割合 ▲ 北九州高速の橋種別割合

59.3㎞

トンネル0.8km
（1.3%）

橋梁55.2km
（93.1%）

土工3.3km
（5.6%）

RC橋他
22%

鋼橋
48%

PC橋
30%

1,792
径間

PRC橋
4%

RC橋
1%

鋼橋
68%

PC橋
27% 2,585

径間

トンネル4.1km
（8.3%）

橋梁
22.4km
 （45.3%）土工

23.0km
 （46.4%）

49.5㎞

わ
か
ぞ
の

お
わ
り
に

　

昭
和
55
年
の
第
一
次
供
用
時
の
利
用
交

通
量
は
福
岡
高
速
で
約
1
万
7
0
0
台
⁄

日
、
北
九
州
高
速
で
約
5
9
0
0
台
⁄
日

で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
前
の
令
和
元
年
度
は
福
岡
高
速

で
約
18
万
8
0
0
0
台
⁄
日
、
北
九
州
高

速
で
約
9
万
台
⁄
日
と
約
15
〜
16
倍
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ご
利
用
い
た

だ
い
た
約
29
億
台
の
お
客
さ
ま
に
御
礼
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
都
市
高
速
道
路
の

整
備
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
、
福
岡
・
北
九
州
高
速
と
も
昭
和

55
年
の
第
一
次
供
用
開
始
か
ら
40
年
が
経

過
し
、
老
朽
化
も
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

福
岡
高
速
で
は
平
成
24
年
度
か
ら
老
朽

化
・
予
防
保
全
対
策
工
事
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
北
九
州
高
速
は
、

北
九
州
道
路
等
と
し
て
昭
和
33
年
以
降
に

開
通
し
た
4
号
線
の
大
規
模
補
修
工
事
を

平
成
15
〜
20
年
度
に
実
施
し
ま
し
た
が
、

1
〜
3
号
線
に
つ
い
て
も
、
令
和
4
年
度

か
ら
大
規
模
修
繕
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　

公
社
は
設
立
50
周
年
を
新
た
な
出
発
点

と
し
、
こ
れ
か
ら
も
お
客
さ
ま
に
満
足
い

た
だ
け
る
よ
う
、
安
全
・
安
心
・
円
滑
な

質
の
高
い
都
市
高
速
道
路
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、
お
客
さ
ま
の
豊
か
な
未
来
と
地
域

社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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